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①保護者代表及び地区の外部委員による「体力づくり推進協議会」を設置し、本校の健康・

体力つくりについての課題と成果を共有化する。

②「生活改善」の取組や新体力テストを保護者と連携・協働して実施し、啓発を図る。

③地域の専門講師を招聘した運動教室等を実施し、児童の運動への関心を高める。

④手作りの教材教具を製作し、児童が楽しみながら体力向上を図れる環境をつくる。

1「体力づくり推進協議会」の組織運営（平成17・18年度）
（1）「体力づくり推進協議会」の組織（現在は、健康安全を考える三者連絡協議会に発展）
　　PTA、母親委員、体育振興会、食生活改善委員、幼稚園長等が参加。

（2）主な協議内容　＜年3回（6月・11月・3月）実施＞
　①本校児童の新体力テストの結果を全国・県平均と比較し課題について分析。

　②器械運動の技能実態把握と技能・体力・運動感覚を高める体育の授業実践を紹介。

　③生活改善アンケートの内容と本校児童の生活における課題の共有化。

2保護者との連携・協働で行う生活改善への取組
　生活改善アンケートの結果をもとに自分の生活を見つめ、改善していこうとする取組を

保護者との連携・協働で行う。

　①学校便り、保健便りによる健康体力つくりの啓発・生活改善の授業参観と講演会

　②「早寝・早起き」「しっかり朝食と排便」「テレビ・ゲーム時間の制限（2時間以内）」

の生活改善に向け、学校と保護者が一体となって取り組む。　

3地域の専門講師を招聘した運動教室
　①全校児童によるエアロビクス運動　（県健康づくり推進機構事業推進部長）

　②学年発達段階に応じた陸上教室　（大学の陸上部員との連携）

　③6年生まで全員が25mを泳ぐことを目指した初級水泳教室　（上級の水泳経験者）

　④集団を生かすニュースポーツ（キンボール）の体験　（地区指導員）

4体力向上プログラムのための教材教具の作製
　新体力テストの結果、「投力」が課題であったため、体育主任が運動奨励部で教具案を

練り、技能技師に依頼して下記の教材教具を作製する。

　①リングカントリー…輪投げをしながらのゴルフ版遊び。ホースでリングを作製。

　②トレジャーボックス…低学年が得点しやすいように、ベニヤ板で箱型ゴールを作製。

　③投力強化教具…自分に跳ね返るよう的面を斜めにし、繰り返し投げられる投てき的。

　④二重跳び練習板…ベニヤ板に角材の脚を取り付け、スプリング機能をもたせた練習板。

厚さも程よいスプリングになるように試行錯誤して作製。

　体力向上や生活改善のよりよい成果を得るために、地域の方々とのかかわりを①「連携」

（お願い、理解していただくこと）、②「協力」（手伝ってもらうこと）、③「協働」（ともに

取り組むこと）、と明確にして取り組んだ。

①	地域・保護者が学校行事等に積極的にかかわり、体力つくりの課題や成果を共有するこ
とで、本校の運動に対して取り組む姿勢に共感を得ることができた。

②	全校エアロビクスが8年間、陸上教室が5年間と地域の外部講師によるかかわりが継続し
ていくことで、本校教諭自身の児童への指導技術を学ぶよい機会にもなった。

③	保護者と協働で取り組んだ「生活改善」は、朝ご飯を全児童が摂るようになった。
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「体力づくり推進協議会」

オリジナル教具の作製

生活改善の意識啓発

発達に応じた陸上教室

大学生ボランティアによる陸上教室

技能技師の手作りによる教材教具の作製

保護者との協働による生活改善の取組

健康・体力つくりの課題と成果について協議

全校一斉体力テスト

自ら希望する保護者がかかわっての支援
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